
 

 

 

 地球温暖化による被害は、後を絶ちません。日本は中国や朝鮮半島の人たちと仲良くならない限り、平和も豊かさも実現できません。そもそも日本人は大陸から来た人間なのですから。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

ASSETS OF OUR LIVES 2022年 11月 26日 第 36巻 24号 ≪確かな知識や教養を身につけ・豊かな心を育て・充実した人生を‼≫  

現代が学べる 志 成 館 

【下】中国の習近平さんは怖いとか何を考えているかわからないほどの不思議な「歴史観」を持ってお

られるという批判をする人がたくさんいます。私は、その人たちは何の勉強をしてきたのだろうかと不

思議でなりません。というのも 1894年の日露戦争後の「下関条約」で日本は台湾を植民地として支配

し、それは敗戦時の 1945年まで続き、その後の中国の内戦で、毛沢東に負けた蒋介石が台湾に逃げて

きて以来、中華民国が支配してきたことは誰でも知っているはず。そうすると、「日清戦争の原因とな

った東学党の乱＝甲午農民戦争の前の状態にするべきである」という習近平さんの主張はおかしくない

という事がわかります。ただそうするとこの当時日本よりはるかに遅れていた中国が、尖閣列島を実効

支配していたから中国の一部であるという主張は正しくありません。いずれにせよ、領土問題は同時に

資源問題でもありますので、尖閣諸島の問題も、竹島問題も、中国や日本や韓国が折半して開発する以 

外に方法はないでしょう。戦争をすることで解決できる問題ではありません。 

【左】古墳時代の女性の人骨をもとにして当時の女性の顔を復元

すると、切れ目の、今の韓国の人たちと同じような顔になるとい

う結果が出ました。当然と言えば当然ですよね。弥生人＝現代の

日本人は稲作と共に日本に来た中国東部や朝鮮半島の人たちなの

ですから。明治時代の帝国主義の感覚がまだ消えない大人や子供

たちは、まだ韓国や朝鮮や中国を自分たちより劣った国民という

とらえ方をして、自分の先祖に当たる人たちを蔑しているのです

からあきれ果てます。歴史の真実を知って、東アジアの地域の連

帯を図りませんか？ 

 

【下】博多高校でのいじめによる自殺の記事の西日本

新聞版です。亡くなった人に対するせめてもの慰めと

なるようにという配慮から、名前と写真が掲載されて

います。しかし死んでしばらくたったら何も残らない

のです。「去るもの日々に疎し（うとし＝忘れ去られ

てしまう）」なのです。ですから館長が「生き延びて

仕返しをするように」と言っているのです。 
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【上】東大卒の自民党女性議員の杉田水

脈（みお）さんが、性被害者の伊藤詩織

さんを傷つける投稿に「いいね」を押し

たことが犯罪行為とされたという記事。

「東大卒でも馬鹿はバカ」ということ！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【左】【下】志成館は、生徒募集の冬期のチラシに「先進国で最大の負け組日本」という文章を書いてい

ます。そのもとになったのが下の毎日新聞の記事であり、もはや手遅れであるというのは左の記事にな

ります。理由は植草一秀先生の「日本経済の黒い霧」を読んでいただければわかるのですが、実はアメ

リカが幾度となく日本を潰してきたことが大きな原因なのです。江戸時代に日本は関税自主権を持ちま

せんでしたが、戦後の日本もアメリカ合衆国に対しては、まさに関税自主権がないほど、日本の富が徹

底的にアメリカに奪われてきたのです。難解な問題ですので少しずつ分かれば上出来でしょう。戦後ま

もなくアメリカはアメリカ合衆国の小麦を売るために日本の稲作を破壊してきました。次に 1970 頃はく

だもの農家を、１９８０年後半には畜産農家を、その後は日本お最先端産業である集積回路の技術を妨

害してきました。更には郵政の民営化で、日本の富の根幹部分を富裕層やアメリカ合衆国の企業に売却

してきたのです。そのようなアメリカの圧力に屈したのには、日本の自民党の人たちに意気地がなかっ

たことと、日本は自動車産業などが基幹産業で、国民の豊かさはこれらの産業によるところが多かった

ので、対米貿易黒字という状況の中では、そして「朝日新聞」や読売や自民党がそもそもアメリカ合衆

国の利益に奉仕するために作られてきたことを考えると、やむを得ないとも言えるでしょう。日本の戦

後れませんが、今から真の独立国家日本の建設に励みましょう。まだ日本を真の独立国家として立て直

そうとされた元田中角栄総理の娘さんの田中真紀子さんや一番弟子の小沢一郎さんそして最近の鳩山由

（友）紀夫さんは健在ですから。 

【下】最近亡くなられたイギリスのエリザベス２世は競馬が大好きで、何頭もの競走

馬を持っておられました。女王という過酷な仕事の合間に、ある種のギャンブル（と

言っても競馬は馬という生き物を知らないとかかわれませんのでパチンコ屋宝くじな

どとは大きく異なっています）で気を紛らわせておられたということです。人生には

苦労がつきものなので、何か趣味や合法的で人生を破壊しない賭けしませんか？ 
【下】志成館にも何冊かの本がある、山際壽一もと

京都大学総長の新しい本の紹介です。「マートフォ

ンを持っているから日々の生活での悩みえる」野な

ら、思い切ってスマートフォンを捨てませんか？と 

いう提言です。 


